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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

・認知の特性についての理解と対応
・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
・行動障害への予防及び対応　　など

プログラム開始時には必ず本人様の発達段階や特性に合わせた方法で、活動内容やスケ
ジュールを確認し、見通しをもって参加できるようすすめます。さまざまな遊びの中で、言
葉・数・ルールなど、認知面へのアプローチをおこないます。本人様に年齢や発達段階に応
じた意思表示の仕方や感情調整の方法をスモールステップで練習し、所属する集団の場にお
いて、本人様が折り合いをつけながら活動できるようすすめます。

・コミュニケーションの基礎的能力の向上
・言語の受容と表出・言語の形成と活用
・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得／状況に応じたコミュ
ニケーション　　　など

支援のねらい 具体的な支援内容

・健康状態の維持・改善
・生活習慣や生活のリズムの形成
・基本的生活スキルの獲得　　など

お子様の生活リズムの形成や見通しにつながるよう、毎回の通所時には、保護者様からの聞
き取り、また本人様の様子の観察により、心身の健康状態を把握しながらすすめます。
お子様の生活年齢や発達段階に合わせたプログラムの中で、お子様の成長に必要な基本的生
活スキルの獲得をめざします。

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
・感覚の特性への対応　　など

大きく身体を動かす活動をとおして、お子様が自身の身体の使い方を楽しく学ぶことをめざ
します。年齢や発達段階に合わせた机上課題への取り組みの中で、姿勢保持・微細運動の力
の向上も図ります。
また、お子様の感覚面へのアセスメントに基づき、必要な環境調整および、具体的な対処法
を試し、生活場面への汎化をめざします。

法人（事業所）理念
個性豊かな子どもたちがたくましく生きる力を育てたい
～わたしたちは、子どもたちと共に「楽しみ・歓び・感動」します。子どもたちに夢をもつことの素晴らしさを知ってもらうために、まず、私たちが夢を持ち、笑顔を大切
にします。～

支援方針
お子様の年齢や発達段階に応じ、下記の５領域の内容に即したさまざまなプログラムを実施しています。これらの領域の支援内容は、それぞれが独立しているのではなく、
相互に関連し、重なり合う部分もあります。それぞれのプログラムでは、お子様が「できた！」と思える目標設定や環境設定をおこないながら、社会生活に必要なスキルを
身につけることをめざします。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 子ども発達スクールかすたねっと 作成日発達支援プログラム(児童発達支援)

主な行事等
・定期的な避難訓練の実施
・季節や行事に応じたプログラムの実施

家族支援

・お子様のご家庭でのご様子の聞き取りや、療育の様子のご報告
・療育に同席してもらい、療育内容についてのフィードバックや
　家庭で取り組める課題の助言（子育てサポート）
・事業所内（対面）/オンライン/居宅への訪問による相談援助支援
　（家族支援）
・お子様の年齢に応じた、保護者研修会の開催（家族支援）等

移行支援・並行支援
・インクルージョンの視点から保育所・幼稚園等の並行支援
・一般の子ども施策との並行支援・移行支援
・ライフステージの切替えを見据えた将来的な移行に向けた支援

地域支援・地域連携
・お子様の関係機関、および医療機関等との情報共有・連絡会議
　(関係機関連携、事業所間連携)

職員の質の向上

・事業所内における各種研修の実施
・ケース検討会の実施
・専門職によるスーパーバイズ
・外部研修受講支援制度　　等

本
人
支
援

担当スタッフが、お子様の見本となったり、お子様の気持ちを代弁したりすることを通し
て、「自分の気持ちが相手に伝わった」と本人様が感じられる環境を保証し、その中で他者
との相互コミュニケーションの力の向上をめざします。

・アタッチメント（愛着）の形成と安定
・遊びを通じた社会性の促進
・自己の理解と行動の調整・仲間づくりと集団への参加　　など

周囲の大人や、同年代のお友達とのかかわりの中で、自分の意見を伝えたり、相手の意見を
聞いて受け入れる経験を重ねられるようすすめます。
また年齢に合わせた遊びや課題の中で、ルールの理解や勝ち負けへの耐性、また他者と協力
することなどを、スモールステップで取り組みます。
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主な行事等
・定期的な避難訓練の実施
・季節や行事に応じたプログラムの実施

家族支援

・お子様のご家庭でのご様子の聞き取りや、療育の様子のご報告
・療育に同席してもらい、療育内容についてのフィードバックや
　家庭で取り組める課題の助言（子育てサポート）
・事業所内（対面）/オンライン/居宅への訪問による相談援助支援
　（家族支援）
・お子様の年齢に応じた、保護者研修会の開催（家族支援）等

移行支援・並行支援
・インクルージョンの視点から学校等の並行支援
・一般の子ども施策との並行支援・移行支援
・ライフステージの切替えを見据えた将来的な移行に向けた支援

地域支援・地域連携
・お子様の関係機関、および医療機関等との情報共有・連絡会議
　(関係機関連携、事業所間連携)

職員の質の向上

・事業所内における各種研修の実施
・ケース検討会の実施
・専門職によるスーパーバイズ
・外部研修受講支援制度　　等

本
人
支
援

担当スタッフが、お子様の見本となったり、お子様の気持ちを代弁したりすることを通し
て、「自分の気持ちが相手に伝わった」と本人様が感じられる環境を保証し、その中で他者
との相互コミュニケーションの力の向上をめざします。

・アタッチメント（愛着）の形成と安定
・遊びを通じた社会性の促進
・自己の理解と行動の調整・仲間づくりと集団への参加　　など

周囲の大人や、同年代のお友達とのかかわりの中で、自分の意見を伝えたり、相手の意見を
聞いて受け入れる経験を重ねられるようすすめます。
また年齢に合わせた遊びや課題の中で、ルールの理解や勝ち負けへの耐性、また他者と協力
することなどを、スモールステップで取り組みます。

事業所名 子ども発達スクールかすたねっと 作成日発達支援プログラム(放課後等デイサービス)

法人（事業所）理念
個性豊かな子どもたちがたくましく生きる力を育てたい
～わたしたちは、子どもたちと共に「楽しみ・歓び・感動」します。子どもたちに夢をもつことの素晴らしさを知ってもらうために、まず、私たちが夢を持ち、笑顔を大切
にします。～

支援方針
お子様の年齢や発達段階に応じ、下記の５領域の内容に即したさまざまなプログラムを実施しています。これらの領域の支援内容は、それぞれが独立しているのではなく、
相互に関連し、重なり合う部分もあります。それぞれのプログラムでは、お子様が「できた！」と思える目標設定や環境設定をおこないながら、社会生活に必要なスキルを
身につけることをめざします。

営業時間 送迎実施の有無

・認知の特性についての理解と対応
・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
・行動障害への予防及び対応　　など

プログラム開始時には必ず本人様の発達段階や特性に合わせた方法で、活動内容やスケ
ジュールを確認し、見通しをもって参加できるようすすめます。さまざまな遊びの中で、言
葉・数・ルールなど、認知面へのアプローチをおこないます。本人様に年齢や発達段階に応
じた意思表示の仕方や感情調整の方法をスモールステップで練習し、所属する集団の場にお
いて、本人様が折り合いをつけながら活動できるようすすめます。

・コミュニケーションの基礎的能力の向上
・言語の受容と表出・言語の形成と活用
・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得／状況に応じたコミュ
ニケーション　　　など

支援のねらい 具体的な支援内容

・健康状態の維持・改善
・生活習慣や生活のリズムの形成
・基本的生活スキルの獲得　　など

お子様の生活リズムの形成や見通しにつながるよう、毎回の通所時には、保護者様からの聞
き取り、また本人様の様子の観察により、心身の健康状態を把握しながらすすめます。
お子様の生活年齢や発達段階に合わせたプログラムの中で、お子様の成長に必要な基本的生
活スキルの獲得をめざします。

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
・感覚の特性への対応　　など

大きく身体を動かす活動をとおして、お子様が自身の身体の使い方を楽しく学ぶことをめざ
します。年齢や発達段階に合わせた机上課題への取り組みの中で、姿勢保持・微細運動の力
の向上も図ります。
また、お子様の感覚面へのアセスメントに基づき、必要な環境調整および、具体的な対処法
を試し、生活場面への汎化をめざします。


